
令和7年度　主要事業評価シート

　　　

Ｒ 年度 ～ Ｒ 年度

①
基
本
事
項

施
策
体
系

22016

7

浸水実績のある区域

浸水対策事業

01：一般会計

事業手法

施策の方向

重点プロジェクト

03：上下水道の充実

02：生活排水対策の推進

03：「しなやか田園都市」プロジェクト

01:快適さを支える生活基盤の向上

計画コード

施策の大綱

基本施策

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等）

本市では浸水被害の軽減に向け、浸水被害が発
生した実績のある区域を対象に浸水対策計画を
策定している。ゲリラ豪雨の多発化や台風の巨大
化等により、浸水被害のリスクが年々増加する
中、計画的に浸水対策を進めていく必要がある。

直営

08：土木費

一部委託 全部委託

部

課

予
算
科
目

会計 担当部署

建設部
04：都市計画費

04：都市下水路費

事業名 評価分類

款

項

目

B2

土木課
河川流域Ｇ

補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業の対象（誰に、何に対して）

事業期間 主な根拠法令等 -4

事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

浸水被害が発生した実績のある区域の浸水対策
を推進し、浸水被害の軽減を図る。

近年、浸水被害が発生した実績のある区域の浸水被害を軽減する
ため、水路改修等の対策を検討するとともに、内水浸水想定区域図
を作成する。

地方債

その他

一般財源

事業費

計
画
額

0千円

9,552千円

10,000千円

10,000千円

10,000千円

0千円

0千円

0千円

10,000千円

10,000千円 10,000千円 24,000千円

0千円 18,100千円 11,800千円

国・県支出金

地方債

その他

一般財源

0千円 0千円

①期間内計画額（R4-7） 56,200千円 ②期間外計画額（R8-） 0千円  ①＋②総計画額

0千円

0千円

9,552千円

0千円

10,600千円

0千円 16,000千円 10,620千円

0千円 0千円

36,200千円

56,200千円

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

9,686千円 0千円 1,227千円

活動実績

（計画通り実施できたか）

令和2年度策定の浸水対策計画に基づ
き、短期対策が必要な東御幸地区におい
て基本設計を行った。浸水対策計画の精
査及び現地調査を実施し、浸水対策案を
３つ提案し、そのうち、短期路線の浸水悪
化する可能性が低減でき、現実的に整備
できる可能性が高い案の選定を行った。

令和4年度実施の東御幸地区における
基本設計に基づき、幹線路線となる区間
の関係機関との協議を行うとともに雨水
管路詳細設計を行った。また、東御幸地
区対策工事に必要な概算事業費の検討
を行った。

過年度実施の調査資料等を総合的に検
討した。
また、事業計画（社会資本整備計画）を
策定し、国庫補助事業として採択を受け
た。

国補事業として委託業務を発注し、浸水
対策についての詳細な調査を実施、計画
通りに内水浸水想定区域図の作成を行っ
た。

事業計画

〇基本設計 〇詳細設計 ○浸水対策検討のための資料収集 ○浸水対策基礎調査
○内水浸水想定区域図作成

令和４年度年度

決
算
額

事業費

国・県支出金

11,827千円

令和５年度 令和６年度 令和７年度

予
算
額

0千円 0千円

0千円

10,000千円 10,000千円 0千円 2,100千円 1,580千円

9,686千円 0千円 23,654千円

0千円



（令和7年度予算額の内訳）

完了

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業展開

成果判定

継続（現状維持）

A

継続（現状維持）

A

（
再
掲

）

実績値

事業の対象

浸水実績のある区域 浸水被害が発生した実績のある区域の浸水対策を推
進し、浸水被害の軽減を図る。

事業の目的

100

100

計画値

実績値

説明等

各年度末の事業実施件数率（事業実施件数/期間内の事業実施総件数）
40

浸水対策事業実施件数率

指標名 区分単位 令和4年度種別

成果

令和5年度 令和6年度

⑥
課
題

（
Ｃ

）

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

事業の達成状況等を踏まえた課題事項

 

方向性

改善・見直し内容

令和9年度以降で対応するもの令和8年度で対応する（した）もの

１次評価者

最終評価者

完了 目的の達成又は周期の到達等により事業を完了する。
【
履
歴

】

  

⑤
成
果

（
Ｃ

)

判定

A
十分な成果を得た

事業実施により得られた成果（誰に（何に）対してどのような効果があったか

計画通りに浸水対策基礎調査を実施し内水浸水想定区域図を作成したことで、住
民等の防災力の向上に寄与できた。

④
指
標

（
Ｃ

）

建設部　土木課　河川流域GL　黒田　康史

建設部　土木課長　水越　洋光

継続（現状維持）

A

計画値

％

計画値

前年度からの繰越額

当年度の最終予算額

次年度への繰越額

0千円

24,000千円

0千円

令和7年度

20

実績値 20

40

40

40


